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吉田川中流部遊水地に関する説明会

令和６年 １２月１３・１５日
東北地方整備局 北上川下流河川事務所



鳴瀬川・吉田川流域の地形的特性

○鳴瀬川・吉田川流域は、ともに流域全体が扇を開いた形に広がる放射状流域となっており、東西に長く、東より西

に向かうにつれ広がる地形形状となっている。

○上流域は河床勾配が急、標高差の少ない低平地で水を集め、丘陵部の狭窄部を経て石巻湾に注ぐ。

○鳴瀬川流域の年間降水量は平野部で1,000~1,200mm程度、奥羽山脈の東側斜面では、1,500mmを越える多雨

地域となっている。

：鳴瀬川流域

宮城県年間降水量

河床縦断図（鳴瀬川・吉田川）
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鳴瀬川・吉田川流域の主な洪水

○これまでも多くの洪水に悩まされ、近年でも昭和61年8月洪水、平成27年9月関東・東北豪雨、令和元年東日本

台風（台風19号）などで甚大な被害が生じている。

昭和61年8月洪水

粕川堤防破堤地点

下志田堤防破堤地点

←

吉
田
川

平成27年9月洪水令和元年10月洪水
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富谷市

竹林川遊水地 排水門

大和町

竹林川遊水地（位置、諸元、施設配置）
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竹林川遊水地 全体平面図

竹林川→

越流堤

約６０ｈａ



善川遊水地（位置、諸元、施設配置）
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排水門

大衡村

大和町

【善川遊水地諸元】
面 積 約６０ha

容 量 約２００万m3

善川遊水地

善川遊水地 全体平面図

1 4
. 9 6

←

善
川

約６０ｈａ



近年の度重なる出水と治水の取り組み（R1.10 東日本台風）

10月12日0時から14日0時までの48時間の累計

天気図、衛星画像は気象庁資料より

青野雨量観測所（宮城県） 410mm

（鳴瀬川水系大滝川＿宮城県加美郡加美町）

累加レーダー雨量図は統一河川情報システムより

天気図（１０月１３日３時頃）

※4

令和元年台
風１９号

筆甫観測所（気象庁） 594mm
（阿武隈川水系＿宮城県伊具郡丸森町）

大内雨量観測所（国交省） 612mm

（阿武隈川水系雉子尾川＿宮城県伊具郡丸森町）

○台風19号の影響により10月12日夕方から、東北地方の広い範囲で非常に激しい降雨となり、累加雨量は多いとこ

ろで600mmを超過。

○宮城県の青野雨量観測所（国交省所管）では累加雨量410mmを観測し、鳴瀬川流域6観測所で、既往最多雨量を

記録した。
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6

鳴
瀬
川

吉田川

落
合
水
位
観
測
所

浸水面積 約5,538ha

浸水建物数約678戸

凡例

堤防決壊箇所

浸水範囲

【決壊・越水・溢水箇所】
吉田川 17箇所
善 川 8箇所
竹林川 8箇所

合 計 33箇所

水防災拠点
（下志田）

○吉田川では管理延長31.9kmのうち、約27kmの区間で計画高水位（ＨＷＬ）を超過し、吉田川左岸20.9km付近

（中粕川地区）の堤防決壊を含め、33箇所で越水・溢水が発生し、多くの家屋浸水被害等が発生するなど甚大

な被害となった。

計画高水位（HWL）超過区間 約２７ｋｍ

3
1
.9

k

4
.4

k

令和元年台風第19号吉田川の被害状況



吉田川大郷大橋周辺の浸水状況 北上川下流河川事務所

2019.10.13 撮影
大郷大橋

鹿島台大迫
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吉田川粕川大橋周辺の浸水状況 北上川下流河川事務所

2019.10.13 撮影

吉
田
川→

粕川大橋

中粕川 地区

鶉崎 地区

丸山 地区
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吉田川左岸20.9k 大郷町粕川地区の堤防決壊 北上川下流河川事務所

■堤防決壊箇所
吉田川左岸20.9ｋ(大郷町粕川字伝三郎地先)

2019年10月13日12時頃

吉田川

2019年10月13日12時頃 2019年10月14日 2019年10月14日

決壊箇所下流側 決壊箇所上流側決壊箇所全景
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吉田川河道掘削工事

●概要
令和元年東日本台風に伴う洪水で吉田川では３３箇所で越水が発生しました。川の中に堆積した土砂を掘削し除去すること
で水を流れやすくし、水位の上昇を抑制します。掘削した箇所だけでなく上流の水位も下げる効果があります。

令和元年東日本台風への対応

小学校のプール

※25m×16m×1.2mで計算

≒ ×約1729杯分

工事で掘削した土砂の量の合計

本工事完了により、合計で約８３万㎥の土砂を掘削しました。（令和６年３月現在）

台風19号の水位 台風19号の水位
越水 越水

普段の水位
普段の水位

水位を下げる効果

普段の水位

河道掘削後の水位

▽
▽

掘削により除去

掘削土
83万m3
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東北本線鉄道橋（JR）

松島町

大郷町
大和町

富谷市

0.0k

5.0k

10.0k

10.0k

15.0k

5.0k

20.0k

25.0k

30.0k

0.0k

0.0k
吉田川→

善川遊水地

竹林川遊水地

吉田川→

行
井
堂
堰

28.0k

仙石線鳴瀬川鉄道橋（JR）

鳴瀬大橋（国）

小野橋・西小野歩道橋（県）

東松島大橋（県）

鳴瀬奥松島大橋（東日本高速道路（株））

西福田橋（県）

二子屋橋（県）

粕川橋（県）

樋場橋（大和町）

東北新幹線鉄道橋（JR）
悟渓寺橋
（大和町）

八幡堂歩道橋
（大和町）

落合橋
（県）

東北縦貫自動車道道路橋
（東日本高速道路（株））

舞野大橋
（町）

丸古渕橋（町）

北河原橋
（町）

高田橋（国）

新田橋
（富谷市）

本木橋
（富谷市）

堰下橋
（大和町）

竹林水管橋
（大和町）

4.0k
古館橋（県）

海老沢橋（村）

3.0k 2.0k

大橋（町）

宮前橋（県）

善川橋（県）

Ｒ２年度施工 ：

Ｒ３年度施工 ：

Ｒ４年度施工 ：

Ｒ５年度施工 ：

Ｒ６年度以降 ：

凡 例

品
井
沼
大
橋
（
県
）

大郷大橋（県）

吉田川 河道掘削スケジュール

0

50

100

150

200

R2 R3 R4 R5 R6 R7

掘
削
量
［
万

m
3
］

年掘削量 累計掘削量

予定

実績

R2 R3 R4 R5 R6 R7

7.5万m3
5万m3

28.5万m3

43万m3
36.5万m3 38万m3

大衡村

大崎市

東松島市

掘削土量
V＝約１５０万m3

×約３０００杯分

小学校のプール

＝約1５０万m3
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吉田川 河道掘削 進捗状況 （大郷大橋付近）

掘削前
令和元年東日本台風への対応

掘削後

12令和6年1月下旬



吉田川 河道掘削 進捗状況 （粕川大橋下流）

吉
田
川

令和元年東日本台風への対応

粕川大橋（県）

吉
田
川

粕川大橋（県）

掘削前

粕川大橋（県）

掘削後

令和6年1月下旬 13



吉田川 河道掘削 進捗状況 （粕川大橋上流）

令和元年東日本台風への対応

吉
田
川

中村排水樋管

中村排水樋管

吉
田
川

掘削前

中村排水樋管

掘削後

14令和6年2月下旬



○鳴瀬川水系吉田川では令和元年東日本台風により、管理延長31.9kmのうち、約27kmの区間で計画高水位（ＨＷＬ）を

超過し、33箇所で越水・溢水が発生するとともに、内1箇所で堤防決壊が発生し甚大な被害が発生。

○令和元年東日本台風を踏まえ、現在、大規模災害関連事業による河道掘削等を実施中であるが、令和7年度で事業

完了する予定であることから、さらに地域の安全度を向上させる、新たな遊水地整備を検討中。

１．遊水地整備の背景

２．遊水地の計画概要と整備向けたスケジュール

吉田川中流部遊水地整備について

HWL超過区間約27km（令和元年東日本台風）

4
.4

k

3
1

.9
k

【効果量】

【令和6年度の調査内容】

・候補地面積 ：約160ha
・最大貯水容量：約700万m3

・遊水地設計
・現地測量
・地質調査

遊水地整備予定箇所

（大郷町鶉崎地先）

【整備スケジュール】 ：R4まで実施済 ：R5まで実施済 ：R6～R7実施予定 ：R8以降実施予定

【概略検討】河川整備計画への
位置づけ

【現地調査・設計】

・現地測量
・地質調査
・模型実験

・整備箇所検討

【用地調査・事業着手】

・用地調査等
・水門設計
・道路設計 等

・令和4年9月に河川整備計
画を変更

地元との合意形成

R6 ～ R7R4 R5 R8～

大規模災害関連事業（R2～R7）
大規模災害
関連事業

遊水地整備

（R7事業完了予定）

うずらさき
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幡谷地点

HWL超過区間約27㎞（令和元年東日本台風）

3
1
.9
k

4
.4
k

遊水地整備の効果

【位置図】

【水位差分】

概ねHWL以下で流下可能

2
0
.0
k

吉田川中流部
遊水地

【6kp付近】【20kp付近】

西川 滑川

約50cm低減
約65cm低減【横断図】

大規模災害関連事業
での掘削範囲

概ねHWL以下で流下可能

○大規模災害関連事業により、令和元年東日本台風と同規模の洪水を堤防満杯で流すことが可能。

○吉田川中流部遊水地の整備により、令和元年東日本台風と同規模の洪水を、幡谷地点下流は概ね計画高水位（ＨＷ

Ｌ）以下で流下させることが可能。（中流部からの合流量を考慮すると、現計画が最適な配置となる。）

○遊水地整備に加え、大規模災害関連事業後の更なる河道掘削を実施することで、令和元年東日本台風と同規模の

洪水を、吉田川全川にわたり計画高水位（ＨＷＬ）以下で流下させることが可能。

R1.10洪水では

中流部からの流
出が大きく、西川
合流点がネック
箇所となる

吉田川中流部遊水地整備について
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遊水地

越流堤

周囲堤排水門

し ゅ う い て い

えつりゅうてい

遊水地について

整備後のイメージ一例（平常時）
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吉田川

河川堤防

河川区域

遊水地

宅地

②囲繞堤
①周囲堤

（新）河川区域

川の水を貯め込む

遊水地のしくみ
①周囲堤：遊水地の周囲を囲む堤防
②囲繞堤：遊水地と河川の境界の堤防
③越流堤：②のうち河川の水を遊水地に流す区間

遊水地は河川区域に変わります

洪水から居住地
被害を防止する

遊水地のはたらき

遊水地は、大雨が降った時に川から水があふれて浸水範囲が広がらないよう、
河川に沿った地域で一時的に水を貯め込み、地先と下流側の水位を下げる
機能を持っています。

しゅういてい

いぎょうてい
えつりゅうてい

関連堤防の新規整備
整備後は、適切に維持管理

③越流堤※
※大規模洪水を対象とした
洪水調節を検討中

TP10.5m程度

TP7.5m程度



吉田川中流部遊水地位置図

遊水地堤防

遊水地内の浸水イメージ

周囲提

越流提検討範囲

排水門

○越流堤の範囲や規模については、現地調査結果を踏まえ、詳細を検討する予定。

○今回は、現在の検討条件で最も深くなるケースを示す。
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TP9.8m

遊水地断面図１

遊水地内の浸水イメージ

TP5.9m

○現時点では、吉田川の水位がTP9.8mを超える場合、遊水地内に流入することを想定。

〇今回の測量調査を行った後、施設設計を行わないと具体的な考え方を説明できないことはご理解いただきたい。
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TP9.8m

遊水地内の浸水イメージ

TP6.0m
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遊水地の浸水イメージ

T.P9.8m

県道
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〇現在、吉田川の水位がT.P9.8mの時に可動堰を転倒させ、水を入れることを検討。
〇過去の40年の洪水において、遊水地に水が入るのはH27年とR元年のみ。
〇H27年、 R元年洪水時と同程度の流量であれば、それぞれ47、52時間後には川の中の水位が最も低い地盤高（約

T.P5m）以下となる。

23

遊水地へ水を入れる水位、排水の時間
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〇善川・竹林川遊水地における概要
・ 河川名 ：吉田川
・ 遊水地面積 ：善川 約60ha

竹林川 約60ha
・ 補償額 ：用地買収価格に一定

の割合を乗じて算出
・ 土地利用 ：平時は営農可能
・ 流入後の対応 ：地役権としての農作

物に対する補償はなし
（共済保険などの補償
は従来から変化無し）

善川・竹林川遊水地における事例

越流提

排水樋門

周囲提

竹林川遊水地

凡例
赤枠：地役権設定範囲
青枠：買収範囲

〇遊水地における地役権
目 的 １．越流堤の設置に起因する

浸水及び冠水の認容
２．遊水地機能の保全の妨げ

となる工作物の設置その
他の行為の禁止

期 間 越流堤（要役地）が存続する間
補償内容 地役権設定により生じる損失

（浸水冠水の認容及び工作物
設置等利用制限に因る土地
価格の低下）

越流提

排水樋門

周囲提

善川遊水地
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遊水地を検討するための調査と範囲

〈主な調査内容〉
〇 測量調査
〇 地質調査
〇 地下水、環境調査 など

北上川下流洪水防御図（一部編集）

24.0k

21.0k

22.0k
23.0k

調査範囲（案）

凡例

昭和61年8月洪水破堤地点

令和元年10月洪水浸水面積

令和元年東日本台風洪水破堤地点
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今後の予定

令和６年
7月上旬

各
地
区
代
表
者
の
皆
様
へ
の
説
明

住
民
説
明
会
を
開
催

測
量
・地
質
調
査

事
業
計
画
の
詳
細
検
討

事
業
計
画
の
詳
細
（案
）
の
説
明

令和６年
夏～

令和６年
冬～

用
地
調
査

令和7年～
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＜凡例＞

：直轄河川

：県管轄河川

吉田川・高城川における流域治水の取り組み


